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２．篠津・西地域  

２－１．地域の概要 

本地域は、本市の中央部に位置し、東側は河川や農地

などみどり豊かな田園風景が広がり、西側は住宅地や

商業地が形成されています。地域の西側、南側は蓮田市、

北側は久喜市に接しています。 

地域面積は約 260ha で、本市全域の約 11%を占め

ています。 

 

２－２．地域の現況 

人口 ・平成 10 年以降、人口は横ばいでしたが、平成２5 年以降に再び、人口が増加してい

ます。年少人口比率、生産年齢人口比率はともに減少している一方、老年人口比率は

増加しています。 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 

世帯数 ・世帯数は、これまで一貫して増加しており、平成２５年以降は、10%以上の増加率

となっています。令和５年は 4,754 世帯となっています。 

 
出典：埼玉県町（丁）字別人口調査（各年 1 月 1 日時点）（埼玉県総務部統計課） 
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土地利用 ・本地域は、住宅用地が全体の 29.1%を占め、県道さいたま栗橋線沿道には商業地が

集積しています。農地は、地域の東側に多く、26.9%を占めています。 

 

 
出典：令和２年度白岡市都市計画基礎調査 

道路・交通 ・本地域には、県道さいたま栗橋線、県道春日部菖蒲線、都市計画道路篠津柴山線、野

牛篠津線、白岡篠津線及び爪田ヶ谷篠津線が整備されており、近隣市や市の東西を結

ぶ交通利便性が高くなっています。 

・地域の西側や篠津地域には２路線のバス路線が運行し、白岡駅・蓮田駅と本地域を結

んでいます。 

・幹線道路を中心に歩道が整備されています。 

 
出典：令和４年度都市計画現況調査（国土交通省）、都市計画道路の決定（変更）状況（埼玉県） 

白岡市立地適正化計画 
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都市施設等 ・白岡公園をはじめ都市公園が６か所立地しています。また、地区の集会所等が９か

所、保育所や児童クラブが７か所、小・中学校が３校、白岡市役所篠津分館が立地し

ています。 

 
出典：令和２年度白岡市都市計画基礎調査、参考：白岡市公共施設等総合管理計画 

安全・安心 ・本地域は、一級河川元荒川、星川、隼人堀川、庄兵衛堀川沿いで家屋倒壊等氾濫想定

区域が指定されている。地域の大部分で 0.5m 以上、住宅や商業施設が集積する西

の一部で 3.0m 以上 5.0ｍ未満の浸水が想定されています。 

 
出典：利根川水系利根川洪水浸水想定区域図、水害リスク情報図 
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自然環境 

・景観 

・本地域には、一級河川元荒川や隼人堀川などの河川があり、元荒川や高台橋は、桜の

名所となっています。神社が３か所、寺院が１か所立地しています。生産緑地地区は

2.0ha指定されています。 

 
出典：令和２年度白岡市都市計画基礎調査、白岡市生産緑地地区一覧表、白岡市文化財保存活用地域計画 
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２－３．地域の課題 
 

人口 ・市街化区域内農地の宅地化が進み、子育て世帯の流入があるが、西小学校

の教室が不足するなど、人口増加に伴う公共施設等の整備が必要 

土地利用 ・市街化区域内において適正な人口密度が保たれるように、住環境の保全

と利便性の向上が必要 

・都市計画道路篠津柴山線と白岡篠津線が交差する篠津北東部地区につい

ては、適正な土地利用の誘導が必要 

・県道さいたま栗橋線沿道への更なる商業施設の誘導が必要 

道路・交通 ・県道さいたま栗橋線の歩道の未整備区間の早期整備が必要 

・多様な移動手段を確保するため、路線バスの運行本数の維持が必要 

・蓮田市で検討している（仮称）北部道路について、蓮田市との調整が必要 

都市施設等 ・西地区における公園施設の適正な維持・更新が必要 

・篠津地区は、都市公園や広場が不足 

・西小学校の教室不足への対応が必要 

・学校施設等の老朽化への対応が必要 

安全・安心 ・地域の東側の既存集落地で、建物倒壊のリスクがあるため、旧耐震住宅の

耐震化の促進が必要 

・住宅等が集積する西地区の一部では、浸水リスクがあるため、避難場所へ

のルートや民間施設との協定による避難場所の確保が必要 

・河川改修とともに、保水・遊水機能を持つ農地の維持・保全などが必要 

自然環境・景観 ・一級河川元荒川の水辺空間の保全・活用による良好な景観形成が必要 

・一級河川元荒川や高台橋の桜など、良好な景観の保全が必要 

・保存樹林や保存樹木の維持・保全が必要 

・生産緑地地区の適正な保全が必要 
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２－４．まちづくりの目標（地域の将来像） 
 

みどりの潤いと新たな活力、伝統が調和した 

快適で安全に暮らせるまちづくり 

 

本地域は、元荒川、隼人堀川などの河川や田園が織りなす豊かなみどりに育まれた

伝統ある地域です。 

また、県道さいたま栗橋線沿道の商業集積や篠津北東部地区での次世代型の農業系

土地利用が推進されるなど、産業の活性化が図られています。 

近年は、西地区を中心に子育て世帯の流入が多くあり、児童・生徒数も増加してい

ることから、新たな活力とこれまで培ってきた伝統が調和した快適で安全に暮らせる

地域を目指します。 

 

 

２－５．まちづくりの方針 

（１） 土地利用 

・市街化区域内において適正な人口密度が保たれるように、住環境の保全と利 

便性の向上により、居住誘導を図ります。 

・都市計画道路篠津柴山線と白岡篠津線が交差する周辺の篠津北東部地区につい

ては、土地改良事業により、生産性の高い次世代型の農業系土地利用を図りま

す。また、農地や周辺環境に配慮しつつ、産業系の土地利用を推進します。 

・県道さいたま栗橋線沿道については、広域的なアクセス性の良さを生かし、沿

道サービス型の商業・業務地としての土地利用を推進します。 

 

（２） 道路・交通 

・白岡駅へのアクセス性向上を図る都市計画道路白岡駅西口線の整備を推進しま

す。 

・県道さいたま栗橋線の歩道の未整備区間の早期整備について、埼玉県に要望し

ます。 

・蓮田市において、白岡市と伊奈町を結ぶ（仮称）北部道路を構想していること

から、都市計画道路爪田ヶ谷篠津線との接続について、蓮田市と調整を図りま
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す。 

・多様な移動手段を確保するため、路線バスの運行本数の維持に努めます。 

（３） 都市施設等 

・市民が安全・快適に都市公園を利用できるように、白岡公園などの都市公園に

ついて、公園施設の計画的な維持管理と更新を図ります。 

・学校施設をはじめ公共施設の老朽化への対応を進めます。 

 

（４） 安全・安心 

・耐震診断や耐震改修の補助などにより、旧耐震住宅の耐震化を促進します。 

・民間施設等との協定により避難場所の確保を図ります。 

・国、県との連携により、一級河川元荒川や隼人堀川の河川改修などの総合的な

流域治水プロジェクトの推進を図ります。 

・災害時の避難場所となる都市公園については、災害応急対策に必要な施設の整

備を推進します。 

 

（５） 自然環境・景観 

・一級河川元荒川、隼人堀川、黒沼用水等の水辺空間や桜の保全・活用により良 

好な景観形成を図ります。 

・黒沼用水沿いの「水と緑のふれあいロード」と連携を図りながら、一級河川元

荒川や隼人堀川等の河川沿いの親水空間の活用を図ります。 

・生産緑地地区については、都市部にある貴重な緑地として保全を図ります。  
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＜まちづくり方針図＞ 次世代型の農業・産業系 

土地利用の推進 

沿道サービス型の 

商業系土地利用の推進 

公園施設の計画的な

維持管理と更新 

隼人堀川等の 

水辺空間の保全・活用 

総合的な流域治水 

プロジェクトの推進 

「水と緑のふれあいロード」と 

連携した親水空間等の活用 


